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3 35 初期齲蝕病変の治療 
（再石灰化の促進）

初期齲蝕病変の再石灰化を促進するために，従来よりフッ化物が用いられてきま
した．近年では，それ以外の製品も応用されるようになってきています（ A ，B ）．

●❶	キシリトール
キシリトールには，ミュータンスレンサ球菌の抑制以外にも，唾液分泌量の増加

とそれに伴う緩衝能の強化，歯質の再石灰化の促進の効果があるといわれています．
しかし，キシリトールの抗齲蝕作用の本質はプラークのpHを低下させない

（齲蝕原性細菌に利用されない）ことであり，唾液分泌量の増加や緩衝能の向上
は，おそらくガム咀嚼を継続的に行うことによる唾液腺機能の増強によるもので
あると考えられます．そして，再石灰化の促進も唾液分泌量の増加がもたらした
もので，キシリトール自体には初期病変を再石灰化させる力はないといえます．

したがって，キシリトールを使って初期病変の再石灰化を狙うのであれば，ガ
ム咀嚼ができる患者さんが対象であると考えています．

●❷	カルシウムイオン，リン酸イオン
歯面の再石灰化に必要なカルシウムイオン（Ca 2＋）やリン酸イオン（PO4 

3−）を
効率的に供給する特徴をもった，下記のような製品がいくつかあります．これら
は，カリエスリスクを軽減するというよりも，初期病変の非侵襲的治療に特化し
たものだと考えています．

POs-Ca（リン酸化オリゴ糖カルシウム）
• リン酸基によってカルシウムが安定化されることと，オ
リゴ糖部分が高い親水性を有していることにより，カル
シウムイオンを効率的に唾液中に供給することができる．

CPP-ACP（リカルデント）
• CPPとは牛乳由来のタンパク質の分解物で，ACPは非結

晶性リン酸カルシウムのことである．CPPにより，リン酸
カルシウム（ACP）は口腔内で溶けやすい状態を保つことが

できる．牛乳由来の成分が入っているため，牛乳や乳製品
に対するアレルギーをもった患者さんには使用できない．

TCP（リン酸三カルシウム）
• TCPに有機物を配合することで，フッ素イオンとカルシ
ウムイオンが結合してフッ化カルシウムになってしまわ
ないようにした歯磨剤が開発されている．フッ化カルシ
ウムになってしまうと，フッ素イオンもカルシウムイオン
もそれぞれの働きをはたすことができなくなってしまう．

See ! ➡ 3-26
キシリトールによるミュータン
スレンサ球菌抑制のメカニズム
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A 初期齲蝕病変の再石灰化を促進するための製品

C 	初期齲蝕病変の再
石灰化促進の実際

ホームケアの向上，フッ化物，
キシリトールなど，さまざまな
要因がプラスに働いて，白斑病
変は改善しつつある
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•長期にわたって口腔内の健康を守るためには，歯周治療に
おけるメインテナンス・SPTと同様に，継続的に齲蝕病変の

発生・進行を防ぎ，ライフステージに応じて患者さんととも

に齲蝕を管理していくことが必要です．

•本別冊では，齲蝕の原因や成り立ちといった基礎知識から，
初期齲蝕病変の検出・評価方法，カリエスリスクの考え方，予

防プランの立案の仕方まで，最新のカリオロジーの知識とカリ

エスマネジメントを行うために必要なポイントを体系的にまと

めました．

•これからの時代に求められる「齲蝕予防」「カリエスマネジ
メント」の実践のために必読の一冊です．

■ AB版／128頁／オールカラー　
■ 定価 （本体 3,200円＋税） 
注文コード：390560

ライフステージに応じた『齲蝕予防』
『カリエスマネジメント』の実践のために！
40のポイントを学んで

最新のカリオロジーをアップデートしよう！
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理解が
必要な用語を
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1つの項目が
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図解！ 



好評発売中　●　デンタルハイジーン　別冊

C O N T E N T S
Chapter 1
齲蝕とはいかなる疾患なのか

1-1	 �齲蝕と齲窩は異なる
1-2	 �齲蝕とは？
1-3	 �カリエスマネジメントの 2本の柱
1-4	 �齲蝕の疫学
1-5	 �齲蝕病変① 歯冠部齲蝕
1-6	 �齲蝕病変② 小児〜若年者，乳歯の齲蝕
1-7	 �齲蝕病変③ 象牙質病変,高齢者の根面齲蝕
1-8	 �齲蝕病変④ 二次齲蝕

Chapter 2
齲蝕の成り立ち（病因論）

2-9	 �病因論の変遷 齲蝕原性細菌の探索
2-10	 �発症のしやすさ（多因子疾患）
2-11	 �リスクの相互関連
2-12	 �齲蝕原性細菌① ミュータンスレンサ球菌
2-13	 �齲蝕原性細菌② ラクトバシラス菌
2-14	 �齲蝕原性細菌③ その他の酸産生菌
2-15	 �食事
2-16	 �唾液① 唾液の働き
2-17	 �唾液② 唾液腺開口部と部位特異性
2-18	 �唾液③ 口腔乾燥症・唾液減少症	

　　  （原因と対策）
2-19	 �社会経済的要因

2-20	 �歯の形態・歯質
2-21	 ��その他の状況 マイクロクラック，酸蝕
Chapter 3
カリエスマネジメント

3-22	 �カリエスマネジメントの概要
3-23	 �カリエスリスクアセスメント①	

基本的な診査
3-24	 �カリエスリスクアセスメント② 	

補助的な診査
3-25	 �カリエスリスクの修正① 	

基本的な考え方
3-26	 �カリエスリスクの修正② 	

齲蝕原性細菌に対して
3-27	 �カリエスリスクの修正③ 	

ホームケア，フッ化物の使用
3-28	 �カリエスリスクの修正④ 	

フッ化物の安全性
3-29	 �カリエスリスクの修正⑤ 	

食習慣
3-30	 �初期齲蝕病変の検出①	

視診，触診
3-31	 �初期齲蝕病変の検出②	

X線写真
3-32	 �初期齲蝕病変の検出③	

その他の補助的方法

3-33	 �初期齲蝕病変のモニタリング
3-34	 �初期齲蝕病変の活動性
3-35	 �初期齲蝕病変の治療	

（再石灰化の促進）
3-36	 �フィッシャーシーラント
3-37	 �メインテナンス① メインテナンスの内容
3-38	 �メインテナンス② メインテナンスの難しさ
3-39	 �カリエスマネジメントの齲蝕抑制効果
3-40	 �カリエスマネジメントの長期的効果
Chapter 4
�症例から学ぶカリエスマネジメントの実践
4-41	 �母子感染
4-42	 �Early Childhood Caries
4-43	 �家族の健康観
4-44	 �10 歳代後半の病変多発
4-45	 �食習慣の乱れ
4-46	 �口腔乾燥
4-47	 �シェーグレン症候群
4-48	 �唾液減少症
4-49	 �ローリスク患者の根面齲蝕
4-50	 �最高のカリエスマネジメント
Column
①齲蝕と遺伝
②キシリトールは無意味なのか？

デンタルハイジーン 別冊　歯科衛生士のためのカリオロジー 

医歯薬出版　ご注文承り書
デンタルハイジーン 別冊　歯科衛生士のためのカリオロジー 　　　　　　　　　　　（　　　）冊
デンタルハイジーン 別冊　歯科衛生士のための全身疾患ハンドブック　　　　　　　 （　　　）冊　

デンタルハイジーン 別冊　歯周病を治す SRP　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）冊

□ ご指定納入店   〔　　　　　　　　　　　〕（　　　　）　□ 直送希望（　　　　　　）
●お名前

● TEL

●ご住所（〒　　　-　　　　）

代金引換のみのお取り扱いとなり
ます．一回の発送につき手数料
450 円が別途かかります．

納入店のご指定の場合
手数料はかかりません．

橋本賢二・増本一真　編著
全身から口腔をみる，口腔から全身を
みる　臨床で活きる全身疾患の知識が
養えます！ 

■ B5判／164頁／オールカラー
■ 定価 （本体 3,200円＋税） 
注文コード：390550

診療室・多職種協働の現場で活きる！ 
歯科衛生士のための
全身疾患ハンドブック 

沼部幸博・貴島佐和子
土屋和子　編著

■ AB判／128頁／オールカラー
■ 定価 （本体 3,200円＋税） 
注文コード：390540

歯周病を治すSRP 
できる歯科衛生士の
スキルと知識

“SRP”を効果的に実践するた
めに必要な知識とテクニック
が見てわかる！ 

〒113-8612 東京都文京区本駒込1-7-10　TEL03-5395-7630

★必要事項をご記入のうえ，FAX.03-5395-7633にご送信ください．★弊社ホームページhttp://www.ishiyaku.co.jp/からもご注文いただけます．


